
河川における 

の について 
 

富山県では、水生生物の保全を図るため、県内の主要 27 河川について水生生物保全環

境基準の水域類型を指定しています。 

県内の河川では、次のとおり、「全亜鉛」、「ノニルフェノール」及び「直鎖アルキルベン

ゼンスルホン酸及びその塩（ＬＡＳ）」に係る環境基準が適用されます。 

 

【水生生物保全環境基準（河川）】 
項目 

 
類型 

水生生物の生息状況の適応性 
基準値 

全亜鉛 ノニルフェノール ＬＡＳ 

生 物 Ａ 
イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生
物及びこれらの餌生物が生息する水域 

0.03mg/L 
以下 

0.001 mg/L 
以下 

0.03mg/L 
以下 

生 物 Ｂ 
コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及び
これらの餌生物が生息する水域 

0.03mg/L 
以下 

0.002 mg/L 
以下 

0.05mg/L 
以下 

※ 全亜鉛については平成 25 年４月（県西部河川）及び平成 26 年４月（県東部河川）から、ノニルフェノール及び LAS については 

平成 31 年４月から基準の適用を開始 
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